
　　　年末年始を無事故で過ごし、明るい新年を迎えるための年末年始労働災害運動は本年で５２回目を
　　迎えます。　職場の安全と健康を確保するためには、経営者・労働者が一丸となって安全衛生活動を
　　推進することが大事です。みんなで力を合わせ、無事に一年を締めくくり、明るい新年を迎えられるよう

　一年を振り返る時期になりました。コロナ感染はまだまだ収まりませんが、この一年、協会の事業については 　　「年末年始無災害運動」を展開しましょう。

「総会」「安全衛生大会」「説明会」「講習」など、ほぼ、コロナ前に戻った状態で実施することができました。 　　
　残りの４カ月も計画通りの活動を遂行して年度を締めくくり、次年度へ向けた準備を行います。 引き続き、会 １．実施時期 令和４年１２月１日～令和５年１月１５日
員事業場のみなさんのご協力をお願いいたします。 ２．運動標語 『待ってます　元気なあなた　

明るく迎える　年末年始』
３．主唱者 中央災害防止協会　   厚生労働省（後援）
４．事業場の ①経営トップの決意表明

　２年ぶりに「労務研修会」を開催しました。　安全週間 　　実施事項 ②リスクアセスメントの実施
説明会や衛生週間説明会と同様、　事業場のみなさん ③KY活動の活用
に知っていただきたいテーマを取り上げて、企業の労 ④安全保護具・衛生保護具の点検整備
務管理面で学ぶ機会になっているのが「労務研修会」　 ⑤化学物質リスクアセスメント・化学物質管理
です。 ⑥アーク溶接健康障害防止
　第一部では須賀川労働基準監督署の中野課長から 写真 ⑦転落・挟まれ・巻き込まれ防止
「　時間外割増率改定　」を中心にお話をしていただき、 ⑧火気管理の徹底
第二部では、須賀川職業安定所の澤田さんから「職業 ⑨交通労働災害防止対策の推進
安定法」を中心としたお話を、お聞きしました。 ⑩安全衛生パトロールの実施

　パンフレット等を見ているだけでは、なかなか理解は ⑪機械設備に係る一斉点検
深まりませんが、説明を受けることで、注意点も含め理　
解していただけたと思います。

　　　須賀川市大久保の福島明工社が福島労働局の
　　「ベストプラクティス企業」を受賞しました。「ベスト　
　　プラクティス企業」とは長時間労働削減に向けて
　　積極的に取り組んでいる企業を労働局が評価し

　製造系の工場において職場を直接管理する人たち 　　て、盾を贈呈しているもので、須賀川署管内では
は会社によって「職場長」、「現場リーダー」、「係長」 　　福島明工社が初受賞となりました。
等の役職に任命されている人たちです。 　　　１１月２５日、河西福島労働局長が福島明工社
　これらの方々は現場の「安全」「品質」「生産性」「納 　　を訪問して盾を贈呈し、労働時間の削減・有給休　
期」を管理するキーマンです。このキーマンに対する 　　暇促進などの取組について意見交換をしました。
教育講習が「職長教育」です。 　　
　労働安全衛生法で受講が義務付けられており、安
全を中心として、幅広く現場管理全般を学びます。
　「グループ討議」を行うことが講習の特徴で、討議を
通して他社の情報に接するのも魅力の一つです。 　　　福島労働局と須賀川労働基準監督署からは定期的に各種の情報を提供いただき適宜この「通信」や

　　協会のホームページで紹介をしております。冬を迎えるこの時期は毎年 「冬季転倒災害防止運動」 を
　　を展開しており、今年も下記の通り呼びかけを行っております。　（詳しくは「HP」でご確認下さい）　

　上記の「職長教育」の建設業版が「職長・安責者教育」です。建設業の現場は製造業とは異なり、多くの会社 〇  福島冬季転倒災害防止運動　（転ばないでね！）
が一つの現場で仕事をしますので、情報の伝達や安全管理が難しいのが実情です。  そのため建設現場には 〇  運動期間　：　令和４年１２月１日～令和５年３月３１日

会社ごとに「安全衛生責任者」の任命が義務付けられています。 〇  実施事項・防止対策等

　建設現場における、監督者と安全衛生責任者のための教育が「職長・衛生責任者教育」です。 　　　１．転倒災害防止対策 ①気象情報の活用とリスク低減策の実施
②通路、作業場所の凍結による危険防止の徹底

　　　２．凍結による転倒災害の防止対策
①凍結防止剤や砂などの活用・スパイク付き靴の利用

　重量物をクレーン等で運搬するとき、荷をクレーンの ②転んだ時の対応　：後頭部を守るため顎を引き、背を丸くして転ぶ

フックに取り付け、 荷の引き上げ、 移動、着地までの 　　　３．身体機能の確認等 ①転倒リスクの自己チェック　②足腰の鍛錬　③啓発動画の活用

一連の作業を 「玉掛け作業」 といい、重量物を運搬す
る作業では最も基本的な作業です。
　「玉掛け技能講習」を修了した方は 次の資格である
クレ―ン等の受講では力学の科目が免除されます。 １２月  ５日(月)  ６日(火)　 安全衛生推進者要請講習
　受講者が多いときは ３台のクレーンを使って講習を １２月１５日(木)１６日(金)　 アーク溶接講習
することもありましたが、 この数年は受講者が少なく、　 １２月２８日(水) 仕事納め
今回は１台のクレーンで実施しました。   １月　６日(金)   　　 新年安全祈願祭　（理事・監事・幹事の方々へ案内を送ります）

　【年末年始　無災害運動】　　主唱：中央災害防止協会　　後援：厚生労働省

【１１月の教育講習】

【職長教育】　　１１月８日・９日

【職長・安全衛生責任者教育】　　１１月２１日・２２日

　【須賀川労働基準協会の活動予定】

【玉掛け技能講習】　　１１月１０日・１１日・１３日

【労務研修会を開催】　　１１月１８日

　【 （株）福島明工社  「ベストプラクティス企業」 受賞 】　　

河西局長（左）と川村社長（右）
　あぶくま時報から転載

　【福島労働局・須賀川監督署からの情報】　　


